
鍔欝沼隈戦∵響震響響騨で警響騰難騨1鮮欝欝鯉無謬∵導：誓欝鳶讐轡導1野幌欝

．
餅

二

野
隔
㌶

駄
　
　
ず

隔
試

漕
ヂ
欝
欝
賠
鑛

露
ご畢

鰻
黙
黙

レ
駅

讐
　。蓬難触　　　膨1轟配盛　睡

　　　　　ぱづヴ　　　ぽ　　の

　　　驚㌦鼻㌧騒ド爽

　　　　蕾轡界銀行鳶∫∵儲．

擁無趣鱒←
　ま　　　べぽ　　　　　　　　　　　　　　の　　　の

噛露点4嚇慌編搬鴬語轡
擁駅∴糞∴謬転。職議豊浦轟　・・、

脚

灘
薫
還

1」、礁；～

槌際爆境法華薄：攻轡蝿奪露礁灘豫紅嚇

蕪雑無
難濃霧雛魏：　無終薦？嘗

離職論難蘇鞭購継織富嵯

噂嚢心魏闘顕爵露誤嚥響堺銀欝（携銀箋め貸撮

謙譲響畿驚難鍵購

理念懇諭葛世銀黛購義解立嵩時加燕変懸隔二二嚇い

驚難轟鷲鑑識懸難

　
鍵
鷺
横
磯
灘
騰
．
．
擁
鑓
．
．
嫌
墾
．
、

違
㍉

ボ

．
欝

鰍

転

ぜ

い

欝摩曾零墨轟轟罫疎籐轡郵

論義雑防
塞務磯簸衡ゴ讐汐∴蜜ご

　　撫・　　　　　　　　　　　轟

綱禦磯鰺㌃。犠撫

　
薄
謝
欝

菰
詠

ヂ緑の輩禽　醜寒瞥蘇蜜纏、　　讃叢濃二二㌦

鯉雛犠離離蕪欝灘舞羅
瞬磯即縦藤継齢趨・経濟眼
癖轟轟雛騨　　鷺僻摯臨調糞鱒

鑓纏溝萩轟轟

警灘鰹灘驚離離議嶽瞬轟義三灘

鵡響欝難癖1纏麟麟ジ鰯
山高譲藩轟齢療響鷺二二滋藤

潔蝋鞭欝㌦E
　　　　　　　　　　　灘

響
語
磁
“
素

　
　
　
　
融
鮭

蕪
野
ず

　
　
漁

鮮
’

燥

騨
畿
、

　
津

響
鱒

叢芝葺灘叢欝瀦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びぽゆお
》繕魔向が藪娠緬醸蜜雌璽藩癖謎ごゴ熱

澗総灘難

緊∴1囎

撫
㍉

蓼
　
　
へ

熱論
騨

嚢
竃
囁

配
ド
簡

隔
隔

詠
龍

ぜ　
　
脚継

㌧∵鮫叢設鼠∵総ゴ～　　　・ナー

鍍疑義瞬繕露盤遊離轟轟鵡激

、．霧

　蓑

竃

・　輸無蕪婆 ・纏無論一義一慕“諾漏講譲撫灘・町議謡麟灘軽撰鮎撫



夢

　　　　　　　　解1襲職ぞ寒蝦蟹響軍攣。響～｝磐鞍

饗燕鯨．・

襲爵艶、！
藤雌麺藻幕議搬業務鱗論罪
慧轟轟紬

　　．灘麟　灘
．羅難講1辮講論鑑懸紙・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羅講畷欝欝鑑

識熱叢藤織欝畿躍鍛蓼織灘

蜷羅灘1灘

灘難鍵盤叢灘
麟騰難癬灘魏

難
癖
論
難

欝
欝

鞍
繋

ダ蜜

@
菱

掩
蕪

鱗　盤　　蕊
雪

線
盤

頑
療

灘
蕪

聾欝欝馨聯繋瀧欝
鑑識簿糊鞄姦婦識貸購辮翰

1灘繋鍵緊欝欝難難灘繋鍵灘鑛
・　　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌：塵嘉癖鶴編暴轟議が藩

嚇麟鋤纏弊韓辮婁磯離礫
壷欝欝畦。幽幽難難殼　聾羅鰭

隷
宝
鐸

欝，鞭・
ｿ無難舞鶴講驚；魏難

繋囎
雛

鐵
耀
、
灘
灘

、
躍

無爵
灘

馨灘

　
簸
織

建
窯鱒

轍

　
轟
購
嚢

　
簿
轟
轟

麟
親
麓

鍵
照

癒
璽

撫

縞
難

場
と
、

鐸灘
一

瓢露
華
膏

　
轍

盤
麟
．

嫌
　
鄭

蓑
．
驚

轡麟　
　
鎌
犠

　
　
戴

簸嶽麟講
轟

藩
嚇獅 鰯糠

鍮縮縛
稀

　
糠 暴

紬織愚慮
、

識
轟
∵

蟹、

・購轟勲爵鞭購嚢
騰購織地鑓畷嚢尋藤織鰍

鍵灘難

灘
　　　灘

　　　　　　　　轍一叢

一灘雛器
　　　　　　　　　　　鞍三

　　　　　　　　　が　　　た　　　　

　　　溝。．癖轡麟纏蓬
　　　　　　野望　触　　嘉

肇

聡

　　　叢濃輪癒輪綴融鶯論策を説転ず癒
撰調戯摯蝋貸叢誌概論轟幽幽乱闘鐙冤燕総閥、

　　　　　　　　　・戯義奪鶏轟鴇藝辮溝霧ダ
繋撫．麟　凝，欝欝参鶏籍傘霧櫛滋藤，裏

糊纏繋鍵盤露盤婆灘　叢叢

鱗　
れ
や

　
　
盤

　
　
　
糠

蕪騒騒避難

難叢叢講灘1灘纏
綿講灘轟灘篶難籏懸蕪嚥慈縷峨

欝鱗羅難欝欝縫猫
餐㌔　　　瓶

　　　　　　　　翼　　　 灘騨
Q

　　　　　総懸難

蕪雑1

興　野　　　　　踏

襲論無灘蕪蕪嘉議藁；蟻無熱1戴転㌔

爲　　　6

謬窒論臨鱒藩瓢

　　占　季』季　　　　卸　．餌　季　　．．　　　　季　　．蓼　　　群　　、



書

のか．人権擁護と環境保全は，いかなるコストを払

っても追及されるべきものなのか．アメリカ国内で

1960年代以降行われ，てきた社会政策は経済的イン

センティブが働かなかったために破綻したと一般的

に評価されているが，いかに理念に適つた政策であ

れ，経済的インセンティブを内在しない政策が国際

的な領域で成功するという保証はあるのか．現行の

世銀融資のように有償であれ，無償の贈与であれ，

資金取引において出し手の方が取り手より強い影響

力を持つことは世の道理である．著者は，世銀が借

手が一方的に望む条件で貸すべきであると言ってい

るのか，それとも，世銀が貸手や借手の利害関係か

ら独立して，人権擁護と環境保全という理念を両者

に一方的に押し付けるべきであると言っているのか．

「調整貸出」における緊縮財政，自由化，民営化など

の条件を国家主権を侵害するものとして批判してい

ながら，土地改革，所得再分配，軍事支出削減，民

主化など政治的主権を犯す条件は構わないのか．

　もちろん，評者はこれらの問題への解答を著者に

求めているわけではない．公的国際金融機関を巡る

問題は複雑で，単純な解答は見出だせないであろう．

本書は世界銀行の組織，政策，手続きに関する包括

的な入門書として価値あるものである．ただ評者は，

それ故に，世銀貸出の評価においても，著者にそれ

を人権主義や環境主義から一義的に批判するだけで

なく，多岐にわたる複雑な諸問題をバランスよく取

り扱ってもらいたかったと希望するのである．それ

によって，世銀貸出の抱える環境・人権問題に対す

る日本人読者の意識を高めるという著者の目的は決

して後退することはなく，むしろ反対に，真の問題

の所在を全体として理解させることによって，世銀

の存在意義や世銀への日本の貢献の在り方などに関

する議論の水準を上げることが期待できると思うか

らである．

　　　　　　　　　　　　　　　　［高木信二］
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